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01）  Stroke, 2001, vol.32, p1800‐1807
02）  第９回認知神経科学会、寺山靖
夫氏より






















































































































































































































































































































































































クスは昨年（2003 年）が 1,165 億





































































































































































1.65km、2.00km、2.75km と 倍 の
差もなかった。彗星は大きな天体
が衝突してできた破片かもしれな
いという考えは、少なくともこの
彗星に関しては当たっていないこ
とが判明した。さらに驚くべきこ
とは、その表面にクレーターとお
ぼしき地形が多数見られ、壁の傾
斜が 70度もあるような急峻な場
所があったことである。ピットハ
ローと呼ばれる深い穴、フラット
フロアーと呼ばれる底が埋まった
ようなクレーターでも、外壁がは
っきりしている。これは、ハレー
彗星やボレリー彗星とは明らかに
異なっている。こうした地形を保
持するためには、かなり粘着性の
強い物質でなくてはならない。彗
星核にそのような粘着性の強い物
質が含まれているというような予
想は全くなかった。表面の色はハ
レー彗星と同様にほとんど真っ黒
であった。
　今回のNASAの成果に対し、
国立天文台の渡部潤一助教授は、
天体として１つの種類に分類され
てきた彗星も、実はそれぞれ異な
った起源や歴史を持っているのか
もしれない、とコメントしている。
採集した彗星塵を直接観察するこ
とで宇宙の起源や進化の解明が大
きく前進する可能性があり、2006
年のカプセル回収が期待される。
にエンジニアリングセラミックス
製品が民生用にも転化してくると
予想される。
　過去の国家プロジェクトによる
研究開発成果の着実な蓄積やセラ
ミックスのナノレベルからの材質
設計、革新的プロセスの検討など
意欲的な研究により、一時自動車
用エンジン部品やガスタービン部
品で大いに期待された窒化珪素系
セラミックスも含めて、他国に先
んじた新規エンジニアリングセラ
ミックスの実用化による中核技術
の先取と世界市場の獲得が期待さ
れる。
《スターダストの外観》
《ヴィルト２第２彗星》
最接近時に撮影
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